
社会構造分野

加納隆至 ･大将秀行･鈴木 晃･小川秀司1)

く研究概要)

A)中央アフリカ､コンゴ森林における野生ボノ

ボの社会及び行動の研究

加納隆至

コンゴ民主共和国(旧ザイール)ジョル地区ルオ

保甥区ワンバ森林のボノボの継続調査を行ってい

る｡1997年度は政変に伴う渡航自粛勧告のため

現地調査はできなかったが､ビデオ映像による行

動の分析を行った｡

B)文アフリカ,タンザニアにおける野生チンパ

ンジーの研究

(1)南西タンザニア､ルワジ川周辺の野生チンパ

ンジーの分布調査

加納隆至･小川秀司l)

1997年にルクワ地方で発見された最も南に生

息するチンパンジー個体群の分布域と密度を､聞

き込み調査やネストの確認によって調べた｡

(2)西部タンザニア､ウガラ丘陵の乾燥疎開林に

おける野生チンパンジーの生態研究

小川秀司1)

ウガラ丘陵においてチンパンジーのネストセン

サスを行い､チンパンジーの分布と分布域内の各

地域の生息密度を調査した｡また､同地域におけ

るチンパンジーの生息地利用を､採食と泊り切削

用の側面から分析した｡

C)クロマンガペイとウォルフイモンキーの社会
生態学的比較研究

MbangiMulavwa2)
コンゴ民主共和国マバリ森林のクロマンガペイ

とウォルフイモンキーの集団編成,生息地利用,

遊動行動などの比較研究を行った｡

D)性淘汰.社会構造に対する要因としての霊長
類のメスの繁殖戦略

大将秀行･光永総子3)

霊長切における性淘汰､および社会桐迫に影響

をおよぽすメスの性行動を研究している｡これま

で放飼群やグループケージ飼育ニホンザルについ

てその行動を調べてきた｡本年はそのまとめを行
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った｡

E)中央アフリカ乾燥サバンナおよび多雨林にお

ける霊長類の社会生態学的野外研究

大洋秀行

カメルーン北部のカラマルエ国立公園における

バタスザルとミドリザルの野外研究を1984年よ

り継続して行っている｡今年度は現地調査はこれ

まで調査を継続してきたグループについてセンサ

スを行い､次年度調査の基礎資料とした｡熱帯林

の調査は､ガボンのプチロアンゴ自然保護区にお

いて､1996年度調査を行ったが､そのまとめと

して､とくにこれまでの情報に乏しいシロエリマ

ンガペイに関しては食痕情報より採食リストを作

成した｡

F)共偵知の比較社会学的･生態学的研究

加納隆至 ･大将秀行 ･小川秀司l)･

田代杓子4)･船越美枝4)･下岡ゆき子4)

其法規の生娘･社会進化を明らかにするため野

外研究を行っている.今年度は狭鼻猿類のうち.

ニホンザルについては､金串山(採食生態).高崎

山(個体群動態),嵐山(老齢メスの社会性)､松本盆

地(野生群の保全生態学)において調査を行い,チ

ベットモンキーについては行動分析のまとめを行

った｡広鼻放頬のうち,ケナガクモザルついては

南米コロンビア.マカレナ地域(離合集散性)にお

いて調査を行った｡

G)インドネシア･東カリマンタンでの野生オラ
ンウータンの生態学的調査

鈴木 晃

今年度は,インドネシア･束カリマンタンにお

いてオランウータンの分布調査､および森林火災

の現状とオランウータンの披啓状況の調査を行っ

た｡クタイ国立公園では､野生オランウータンの

生態学的調査を継続しており､研究フィールドの

基地を維持するとともに､現地でのオランウータ

ンの保吉那古勤を展開中である｡

H)その他の嘱乳類の社会行動研究

加納隆至 ･大洋秀行 ･小林 隆5)

半野生馬(宮崎県都井岬)について社会行動の調

査を行い (小林)､霊長類とは異なるタイプの社会



についても動物社会学的研究を行っている｡

く研究業績)
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inEastKalimantanINDONESIA.Yayasan

PALBandung,p.13.
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Bandung.p.61.

7)Suzuki.A.etal.(1998)FinalReporton

KELAI2HydroelectricPowerProject.

EnvironmentA.p.21.

8)Suzuki.A.(1998)Feasibilitystudyon

KELAI2HydroelectricPowerProject.

EnvironmentA.INTERM Report.NEWJec

lnc.OSAKA,JAPAN,p.30.

-和文-

1)小川秀司 (1997)チンパンジーの乾燥疎開林

への適応戦略:採食と泊り場利用.中山科学振興

財団活動報告書1996.pp.148-164.

2)大浮秀行 (1997)フィールドワーカーを悩ませ

るムシ百態一海外調査こぼれ話(6).迫伝 51(9)):

68-72.

3)鈴木晃 (1998)ケライ2水力発砲開発計画調

査インテリムレポート.環境 A､ニュージェッ

ク(大阪)3､p.29.

学会発表等

-英文-

1)Ogawa,H.&Idani.G.(1998)Habitatuse

ofchimpanzeesinthesavannawoodland.

InuyamaSymposium ''Recenttrendsin

PrimateSocioecology-I(Jam1998,Inuyama).

Abstractsp.27.

-和文-

1)小川秀司 (1997)タンザニアにおけるチンパ

ンジーの生息地と植生.第13回日本霊長類学会

1)教務職員 2)COE外国人研究員 3)科研史

研究協力者 4)大学院生 5)研修員
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大会(1997年7月.北泊道).忠良Fl研究 13(3):

282.

2)小川秀司･祐楠弘之 (1997)チベットモンキ

ーの泊り切におけるサル田子形成の3者関係.

日本動物行動学会耶16回大会●(1997年llFl.衣

都).

3)小Jlr秀司 (1997)･霊長類ではどんな社会のど

んな班が子育てを手伝うか?日本動物行動学会

節16回大会(1997年11月,京都).

行動神経研究部門

思考言語分野

松沢哲郎 ･友永雅己 ･田中正之l)

く研究概要)

A)チンパンジーの認知 ･音声缶機能の比較認知科

学的研究

松沢哲郎 ･友永雅己 ･田中正之 ･

佐藤 明2)･雨雲純治3)

チンパンジーとヒトを対象に､認知 ･言拍械能の

比較研究を継続しておこなった｡主として1個体

のテスト場面で､色の認識､数の認孤とくにゼロ

の概念 (オックスフォード大学 ･ドラ･ビロとの

共同研究)､記憶の減衰､図形パターンや表情の

托知､刺激等価性､コンビュ-夕補助のなぞり描

き･迷路課題 (ノースフロリダ大学 ･イバー ･イ

バーセンとの共同研究)､匂いと味を手がかりと

した弁別学習 (北泊道大 ･上野吉-との共同研

究)､迅勤する刺激の輪郭の知覚 (京都大 ･藤田

相生との共同研究)､などについて突放的分析を

おこなった｡

B)対面ないし複数個体場面におけるチンパンジー

の知性

松沢哲郎

プレイルームでチンパンジーと実験者が対面する

場面において､石器や釣り棒などの道具使用､物

を操作する動作の模倣 (京都大 ･明和政子との共

同研究)､粘土遊び (日本女子大 ･中川械江との

共同研究)について研究した｡また､チンパンジ

ー2個体の同時レ '̂-押し切両における行動を研

究した (京都大 ･金沢別との共同研究)｡

C)社会的場面におけるチンパンジーの知性

平田 聡2)･鈴木修司4)･前田典彦5)･松沢哲郎

屋外放飼場ならびに屋内居室を利用して2個体の

チンパンジーがベアとなる場面を設定し､ビデオ

によって記録された2個体の駆け引きをもとに､

チンパンジーにおける他個体のもつ知識の理解に

ついて央験的研究をおこなった｡

D)野生チンパンジーの道具使用と文化的変異
松沢哲郎 ･平田 聡2)

西アフリカのポッソウのチンパンジーの行動と生

態を冬の時期に調査し､ビデオ記録の分析をおこ

なった (京都大 ･明和政子との共同研究)｡

E)飼育霊長類の村境エンリッチメント

松沢哲郎･熊崎柄則 5)･前田典彦5)･

勝田ちひろ5)･落合知美6)

飼育霊長輔の村境エンリッチメントにかんする研

究をおこなった｡一犯としての械樹プログラムを

日本モンキーセンターで昨年に続き実施した｡運

動場における3次元桐拓物の利用顕皮の調査をお

こなった｡現墳エンリッチメントの取り組みにつ

いて､イギリス ･オランダ ･米国などでfZ料収集

するとともに､国際エンリッチメント会議で報告

した｡上記の一部は邦同研究 (東京農工大 ･森村

成樹)である｡

F)チンパンジーの人工投梢とホルモンの動態

松沢哲郎･松林消明7)･熊崎消則5)･

前田典彦5)･藤田志歩2)

チンパンジー1個体 (女性､21歳)を対象に.尿

中のホルモンの動態を測定した｡人工投糊をおこ

なって妊娠に到り､妊娠期のホルモンの動!削こつ

いても測定を継続している｡また､ホルモン動態

と認知的パフォーマンスの変動との相関を調べ

た｡

1)1997年10月1日付採用 2)大学院生 3)認知

学習分野技官 4)研修員(1997年4月1日～1998

年2月28日)およびCOE非常勤研究員 (1998年3月

1日～1998年3月31日)5)サル類保健飼育管理

施設技官 6)特別研究学生 7)サル類保健飼育

管理施設助教授
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